
日本原子力学会 標準委員会 システム安全専門部会 水化学管理分科会 
第６回 ＨＷＣ標準作業会 議事録 

 
１．日 時 ： 平成２２年４月２７日（火） １４：００～１７：００ 
２．場 所 ： 日本原子力発電（株） 本店 ２階 第３会議室 
３．出席者 ： （敬称略） 
 （委 員）内田主査、高木副主査、和田、太田（堂前代理）、小野、小藪、 

瀧口、上山（太田代理）、久宗 
 （オブザーバー）勝村 
４．配布資料 ： 
 ６－０ 第６回 ＨＷＣ標準作業会 議事次第 
 ６－１ ＨＷＣ標準作業会メンバー構成 
 ６－２ 第５回 ＨＷＣ標準作業会 議事録（案） 
６－３ ＢＷＲ水素注入標準ドラフト（序文） 
６－４ ＢＷＲ水素注入標準ドラフト（５章、附属書Ａ） 
６－５ ＢＷＲ水素注入標準ドラフト（６～８章） 
６－６ ＢＷＲ水素注入標準ドラフト（９章） 

５．議事概要 ： 
（１）出席者の確認 

 出席者の確認を行い、委員９名中９名（２名代理）出席しており、必要

な定足数を満足していることを確認した。 
（２）メンバーの変更 

 電中研から堂前氏退任と代理として太田氏選任の依頼があり、次回の水

化学管理分科会において提案することとした。 
 また、原技協から常時参加者の山田氏退任と北島氏選任の依頼があり作

業会として承認することとした。 
（３）前回議事録確認 

 久宗幹事より、資料６－２「第５回 ＨＷＣ標準作業会 議事録（案）」

の説明があり原案どおり承認された。 
（４）ＢＷＲ水素注入ドラフトの検討 

 前回の作業会での議論に基づき改訂した「ＢＷＲ水素注入標準ドラフト」

について、序文（資料６－３）、５章と附属書Ａ（資料６－４）、６～８章

（資料６－５）、９章（資料６－６）について検討した。 
① 序文 

引用規格に関して、消防法の記載の要否を含めて確認すること。 
ＮＷＣおよびＥＣＰの定義を明確化すること。 
主蒸気線量率および炉水窒素化合物の記載要否については今後検討す

る。 
② ５章と附属書Ａ 

学会標準はカラー印刷でない可能性を考慮してドラフトを作成する。 
③ ６～８章 

水素注入量の設定に関して、水素注入計画段階での設定方法と実運用

時の設定方法が混在しているため、解析、ＥＣＰ計測、解析とＥＣＰ
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計測の併用、ＥＣＰ代替パラメータによる設定方法を整理することと

し、次回に各自の検討案を持ち寄り議論することとした。 
④ ９章 

記録に関しては、標準ドラフトが完成した段階で再検討することとし

た。 
（５）その他 

 次回（第７回ＨＷＣ標準作業会）は、６月１４日（月）１４：００～１

７：００に原電本店２階の第４会議室で開催することとした。 
 

以上 


